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廣林 茂樹 大学院理工学研究部（工学）・教授 800,000 円

研究課題名 非破壊断層撮影性能を飛躍的に向上させる信号解析ソフトウェアの実装化技術の開発 

研究の概要 

[研究開始当初の背景，研究の目的，研究の方法等について記入] 

申請者が発明した極限的な周波数分解能を有する信号解析技術 NHA（Non-Harmonic 

Analysis）を使って、放射線被曝がなく、さらに非破壊で深層内部を細胞単位で超精細に

可視化する信号解析技術を開発した。NHA は、計測信号を最も正確に解析する方法で、

これまでの周波数分析法に比べ 10 万～100 億倍以上の精度の向上があり、通常可視化

できない僅かな変化もとらえることができる。この信号解析技術を計測技術に応用するこ

とで、医療用計測装置の飛躍的精度向上を実現した。 

研究の成果 

［研究成果について具体的に記入］ 

本申請研究では、次世代型の超精細な断層撮影基盤技術を確立するため、以下の項

目について、検討した。 

1） 医療用計算ソフトウェアの開発・・・NHA のアルゴリズムに対し医療計測用に最適化

を行った。特に、NHA の計算時間はこの計算過程で解析時間のほとんどを消費するた

め、この最適化により計算速度が劇的に改善した。 また、NHA における計算負荷を分

散させるため並列化実装することを試み、実装化技術を見据えた組み込み技術を開発し

た。 

2) 画像解析ソフトウェアの開発・・・NHA の高精細なデータを効率よく可視化する画像表

示法を開拓する。リアルタイムに視点を切り替えたり、任意の部位を拡大する技術を確立

した。また、点描的なＮＨＡ画像を滑らかでかつ高精細な画像に修正する技術を開発し

た。 
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